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研究テーマ※ 
漢籍利用者の研究行動の解明と利用者タスクに基づく目録作成・評

価枠組みの開発 
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【研究の背景・目的・内容】 

 近年，図書館目録において，利用者が資料を検索し，入手するまでの一連の行動を「利用者タスク」としてモデ

ル化し，行動の各段階において利用者の要求を満たすための目録データ要素を決定するという考え方が浸透し

つつある。しかし，現在提案されているモデルは英語圏の図書館を中心に広まったもので，漢字文化圏の利用者

や漢字文化圏特有の資料に対して，同様のモデルを適用できるかどうかが検討された例はない。 

本研究の目的は，1)特定の資料群，具体的には漢籍の研究者を対象としたインタビュー調査と質的分析により，

漢籍利用者の研究行動を明らかにすること，2)漢籍利用者の研究行動から漢籍利用者の利用者タスクを明らか

にすることを通じて，特定の資料群の利用者タスク解明手法を開発すること，3)図書館のコンピュータ目録や，

デジタルアーカイブにおける漢籍のメタデータに必要なデータ要素を，利用者タスクと対応づけて明らかにし，

同時に利用者タスクを用いて，既存のメタデータを評価する枠組みを開発することである。 

【応用例、研究の展望】 

・本研究で開発する利用者タスク解明手法を，ほかの資料群にも適用することができる。 

・漢籍メタデータの作成・評価枠組みによって，図書館等は，漢籍利用者のニーズに応じて，書誌事項に優先順位

をつけて目録に記録することができるようになる。例えば資料を「発見」するためには，書名と著者名が必要だ

といったことがわかるので，漢籍目録にコストをかけられない図書館においては，まずはすべての資料に対し

書名と著者名を記録して目録を公開するといったことが可能になる。 

・漢字文化圏特有の資料について，利用者タスクという根拠に基づいた書誌事項の決定が行われることによっ

て，別の言語圏の目録データ作成機関や利用者に対し，こうした資料の書誌データや資料そのものの性質への

理解を促すことができる。 

【研究方法の特色】 

・漢籍利用者の研究行動が，インタビューと質的分析によって明らかになる。 

・これまで方法が確立されていなかった，利用者タスクを解明する手法を開発する。 

・他領域で蓄積されてきた質的研究の手法と知見を利用者タスクの解明に適用する。 

・図書館で扱う漢籍の目録に記録することが望ましい書誌事項を，漢籍利用者タスクと対応付ける。 

本研究関連 

特許・論文等 

・木村麻衣子. 漢籍利用者へのインタビュー調査に基づく利用者タスクおよびエレメントの抽出. 第68回日本図

書館情報学会研究大会発表論文集. 2020, p. 37-40. 

・木村麻衣子. 漢籍利用者はどのように漢籍を使うのか. 2019年度日本図書館情報学会春季研究集会発表論

文集. 2019, p. 21-24. 

 


